
KAWASAKI LUBC EWSN1    第 8 号 平成23年6月15日

発行：
住所：

Ｅメール：
club@med.kawasaki-m.ac.jp
ホームページ：
http://www.kawasaki-m.ac.jp/club

第　8　号
KAWASAKI CLUB
倉敷市松島577番地
川崎学園内本館棟8階
（ 086-464-1546）

vol.8
2011
JUNE

　平成19年に「KAWASAKI　CLUB」を設立し、5年を迎えよ
うとしています。各施設の卒業生や退職者約4万人もの方に
「KAWASAKI　CLUB」のご紹介をさせていただきました。
「KAWASAKI　CLUB　NEWS」やホーム
ページでは、500件以上に上る公開講座や医学
講演会等の情報を発信してきました。また、学園内
の専用のラウンジも、医療・福祉の最新情報などを
得る生涯教育・学習の場として、ご利用いただい
ております。附属図書館では、延べ1,600人以上の
方に、約4,500冊の本を貸し出しています。このよう
に多くの皆様が「KAWASAKI　CLUB」をご利
用してくださいましたことを大変嬉しく思います。
　さて、川崎学園では、4月から川崎医科大学
附属川崎病院（岡山市北区中山下）が川崎医
科大学の2番目の病院として、新たなスタートを切
り、川崎病院に勤務されていた500名以上の
方々が川崎学園の職員として仲間入りされました。川崎病院
は、学園創設者の故川﨑祐宣が昭和13年に外科昭和医院を
開業したことに始まり、昭和14年には現在地に外科川崎病院を

開設、その後70年にわたり岡山市中心部で医療を提供してきま
した。現在の川崎医科大学創設の礎となった病院です。長年、
岡山市中心部で急性期医療と高度専門医療の拠点を担い、

地域医療に貢献する病院としての役割を果たし
てきました。現在診療科目は17科目。救急診療で
は、開院当初から「365日昼夜診療」という理念の
下、診療体制を整え、昼夜を問わず救急患者を積
極的に受け入れ、現在では救急告示病院・二次
救急医療施設として地域の救急医療を担ってい
ます。
　川崎学園は、これまでにない大きな組織となりま
した。今こそ、組織全ての職員が「人間をつくる　
体をつくる　医学をきわめる」という川崎学園創
設の理念に立ち返り、それぞれの施設での役割
を確実に果たしていくことが求められます。
　皆様とともに、医学・医療・福祉に貢献できるよ

り素晴しい学園づくりに努力していく所存です。また
「KAWASAKI　CLUB」もより充実したものにしていきますの
で、ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。

副理事長　川﨑　誠治

月年平成 日土 日 日
統一テーマ

開催日 23 10 8 9
川崎学園祭 ●医学講演会のテーマ

　「“腰痛・肩こり”との上手な付き合い方」
　　10月8日(土)14：00～15：30
　　講師：長谷川　徹　川崎医科大学附属病院　整形外科部長
　　　　　　　　　　　川崎医科大学　整形外科学教授
●学園祭と同時にオープンキャンパスも開催
●第5回ホームカミングデイ（医福大同窓会）
　　10月8日（土）・9日（日）　医福大3階レストラン
※ 各種イベント情報等は決定次第、学園祭ＨＰでお知らせします。～つながり～

第37回 川崎学園祭

～つながり～

巻　頭　言

　川崎医科大学の母体となった川崎
医科大学附属川崎病院は、財団法人
川崎医学振興財団の運営する病院で
したが、平成23年4月1日、学校法人
川崎学園の運営する施設として、また
川崎医科大学の附属病院（許可病床
数749床）として再出発をしました。
　昭和45年に、川﨑祐宣先生が「多
くの信頼される良医を世に送り出した
い」という思いで学校法人川崎学園を
設立し、川崎医科大学を開学しました。医科大学の開学に
当たっては、附属病院（倉敷市松島）が開設され軌道に乗る
までの間、川崎病院が川崎医科大学の附属病院として臨床
教育実習の受け入れを行うなど、将来の良き医療人の育成に
努めてきました。
　現在の病院施設は建築されてから43年～57年が経過して
いるため、現状のままでは近い将来、安全・安心な医療を提

供することが困難になる状況があります。さらに施設の老朽
化などの問題があり、病院の建替えが喫緊の課題となってき
ました。現在地での病院建替えも検討しましたが、敷地面積
に限りがあるために診療を継続しながらの建替えは無理と
判断し、廃校後そのままとなっておりました旧岡山市立深柢
小学校跡地への移転をかねてから要望してまいりました。
　昨年8月、地元町内会から岡山市長及び市議会に川崎病
院の旧岡山市立深柢小学校跡地への移転建替えを求める
陳情書が提出され、12月に市議会においてこの陳情が採択
されました。それを受け、12月22日、川﨑明德理事長は岡山
市長に対して、旧深柢小学校跡地への新築移転の要望書を
提出し、現在岡山市と協議中です。今後、協議を進めなが
ら、早急に設計をと
りまとめていきたい
と考えています。そ
して、川崎医科大
学の2番目の附属
病院として「安全・
安心な医療を提供
し、地域と共生す
る病院」を目指して
まいります。

川崎医科大学2番目の附属病院として再出発

川崎医科大学附属川崎病院

川崎医科大学附属川崎病院

病院長 坂手 行義
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整
形
外
科
は
、
運
動
器
に
関
す
る
病

気
の
診
療
を
行
っ
て
い
る
科
で
す
。
運

動
器
と
は
、
身
体
運
動
に
関
わ
る
骨
・

筋
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・
関
節
・
神
経
な
ど
の
総
称
で
、

運
動
器
は
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
し
て
働
い

て
お
り
、
ど
の
ひ
と
つ
が
悪
く
て
も
身

体
は
う
ま
く
動
き
ま
せ
ん
。

　

現
代
医
学
教
育
博
物
館
は
、
川
崎
学
園
創
立
10
周
年
記

念
事
業
と
し
て
、
昭
和
56
年
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
開
設

に
先
立
っ
て
、先
進
諸
国
に
多
数
の
教
育
者
が
派
遣
さ
れ
、

見
学
、
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
直
接
触
れ
る
こ
と
の
で
き

る
「
実
物
図
書
館
」、「
動
き
を
見
る
図
書
館
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
、
我

が
国
唯
一
の
、
現
代
の
医
学
教
育
に
即
応
し
た
博
物
館
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
開
館
30
周
年
を
迎
え
た
現
代
医
学
教
育
博
物
館
は
、
医
学
関
係
者

だ
け
で
な
く
、
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
、
広
く
一
般
の
見
学
者
も
受
け
入
れ

て
お
り
、
小
・
中
・
高
校
生
の
団
体
見
学
を
対
象
と
し
た
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
実
施
や
、
附
属
病
院
で
の
移
動
博
物
館
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
で
、

健
康
に
つ
い
て
、
医
学
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

学　園
エポック
学　園
エポック

　

臨
床
検
査
科
は
、
21
世
紀
の
高
度
医

療
を
支
え
る
臨
床
検
査
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
を
育
成
し
て
い
ま
す
。
学
生
は
、
3

年
間
の
講
義
や
実
習
を
経
て
、
医
師
の

診
断
・
治
療
に
必
要
な
科
学
的
検
査
情

報
を
正
確
に
分
析
・
評
価
で
き
る
力
を

養
い
ま
す
。

　

本
学
科
で
は
、
2
年
次
前
期
ま
で
短

大
学
内
で
、
医
療
や
臨
床
検
査
の
基
礎

を
学
び
、
2
年
次
後
期
か
ら
3
年
次
前

期
に
か
け
て
、
附
属
病
院
や
附
属
川
崎

病
院
で
臨
床
実
習
を
実
施
し
ま
す
。
豊

富
な
実
習
経
験
が
、
卒
業
後
た
だ
ち
に

現
場
で
活
躍
で
き
る
高
い
レ
ベ
ル
の
技

術
と
専
門
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
に

役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
学
科
は
、
短
大
の
開
学
当

初
か
ら
設
置
さ
れ
て
お
り
、
本
年
3
月

に
は
平
成
20
年
度
入
学
生
（
36
期
生
）

が
卒
業
し
ま
し
た
。
過
去
３
年
間
の
就

職
率
は
い
ず
れ
も
100
％
、
求
人
倍
率
も

5
倍
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で

は
約
10
％
の
学
生
が
4
年
制
大
学
の
保

健
学
科
等
へ
編
入
す
る
よ
う
に
も
な
り
、

進
学
率
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。
臨
床
検

査
技
師
国
家
試
験
の
合
格
率
は
、
平
成

23
年
に
は
全
国
平
均
が
67.0
％
に
対
し
て
、

本
学
科
で
は
83.6
％
で
し
た
。
医
学
の
進

歩
に
伴
い
、
就
職
や
国
家
試
験
も
年
々

厳
し
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
が
、

第
一
線
で
活
躍
で
き
る
学
生
の
育
成
に

向
け
て
、
様
々
な
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

現
代
医
学
教
育
博
物
館

現
代
医
学
教
育
博
物
館

　

当
科
で
は
運
動
器
外
傷
外
科
、
関
節

外
科
、
脊
椎
・
脊
髄
外
科
、
ス
ポ
ー
ツ
・

外
傷
外
科
（
附
属
川
崎
病
院
）
を
柱
に

診
療
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
運
動
器
外

傷
外
科
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ク
ロ
手
術

を
中
心
に
重
度
外
傷
に
対
応
し
て
い
ま

す
。
特
に
切
断
指
再
接
合
術
件
数
は
日

本
有
数
の
症
例
数
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

関
節
外
科
に
つ
い
て
は
、
低
浸
襲
関
節

手
術
を
目
的
に
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
手
術

を
導
入
し
た
最
先
端
医
療
を
行
い
、
日

本
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
手
術
件
数
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
脊
椎
・
脊
髄
手
術

に
関
し
て
は
、
内
視
鏡
下
手
術
の
国
内

導
入
を
早
く
か
ら
行
っ
て
お
り
、
腰
椎

椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
や
高
齢
者
に
多
い
腰

部
脊
柱
管
狭
窄
症
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
今
年
度
か
ら
新
た
に
ス
ポ
ー
ツ

外
傷
部
門
が
加
わ
り
、ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
ま
で
幅
広
く
対
応
し
て
い
ま
す
。

学
科
の
今

　

平
成
20
年
4
月
1
日
、
開
院
以
来
初

め
て
、
手
術
室
、
6
階
Ｉ
Ｃ
Ｕ
・
C
C
U
、

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
5
名
の
新

人
男
性
が
看
護
師
の
仲
間
に
加
わ
り
ま

し
た
。
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
い
え

初
め
て
の
こ
と
で
、
う
ま
く
現
場
に
溶

け
込
め
る

か
と
緊
張

し
な
が
ら

の
ス
タ
ー

ト
で
し
た

が
、
患
者

さ
ん
か
ら

は
『
優
し

い
』、『
安

心
す
る
』

と
温
か
く

受
け
入
れ

て
い
た
だ
き
、患
者
さ
ん
の
立
場
に
立
っ

た
看
護
や
後
輩
の
指
導
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
配
属
場
所
も
一

般
病
棟
、
腎
セ
ン
タ
ー
へ
と
拡
大
し
、

今
年
度
9
名
の
新
人
を
迎
え
、
4
月
1

日
現
在
10
部
署
で
30
名
と
な
り
、
そ
の

う
ち
の
7
割
が
川
崎
医
療
福
祉
大
学
と

川
崎
医
療
短
期
大
学
の
卒
業
生
で
す
。

患
者
中
心
の
質
の
高
い
看
護
を
目
指
し
、

男
性
看
護
師
で

あ
れ
ば
こ
そ
で

き
る
こ
と
を
大

切
に
し
な
が
ら

看
護
部
全
員
で

チ
ー
ム
ワ
ー
ク

よ
く
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　
　
　
（
看
護
部
）

整
形
外
科
紹
介

附
属

病
院

短大

医局員・研修医とともに

臨
床
検
査
科

昭和58年当時の博物館外観

実習風景（尿中の細胞を顕微鏡で見ている1年生）

男
性
看
護
師

活
躍
中

臨
床
検
査
科

附
属
病
院
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公開講座・セミナーのご案内 詳細については、
各施設のホームペ－ジなどでお知らせいたします。

《医大・事務局》
イベント
◆かわさき夏の子ども体験教室2011
8月17日・18日9：00～16：00　会場現代医
学教育博物館　対象小・中学生（保護者
同伴）　定員140人（１日）　参加無料
問合せ先☎086-462-1111（内線16058）

《附属病院》
講演会
◆“腰痛・肩こり”との上手な付き合い方
10月8日14：00～15：30　講師長谷川 徹
（同附属病院整形外科部長、同大脊椎・
災害整形外科学教室教授）　会場現代医
学教育博物館３階講堂　対象一般　参
加無料
問合せ先☎086-464-1164　病院庶務課

《附属川崎病院》
セミナー
◆ヘルスケアセミナーin川崎病院
6月4日、7月2日、9月3日、10月1日、11月5日、
12月3日14：00～16：00　講師附属川崎病
院職員　会場附属川崎病院東館9階会議
室　対象一般　参加無料　定員30名
申込必要
問合せ先☎086-225-2111（内線3318）　
病院庶務課
◆せとうちクリニカル・ベストプラクティス・ 
　ミーティング
6月18日、7月16日、9月17日、10月15日、11月
19日14：00～16：00　講師附属川崎病院
職員　会場附属川崎病院東館9階会議室
対象外部医療機関等の医師、看護師、臨
床工学技士、ソーシャルワーカー、ケアマネ
ジャー　参加無料　定員30名　申込必要
問合せ先☎086-225-2111（内線7700）　
地域医療連携室

公開セミナー
◆「食べる・飲む－もしこれがうまく出
　来なくなったら」
10月1日14：00～15：30　講師熊倉勇美（同
大感覚矯正学科教授）　会場4602講義室
対象一般・医療従事者・卒業生・学生　定員
200～300名　参加無料　事前申込不要
問合せ先☎086-462-1111　（内線54904）
感覚矯正学科
◆「中高年者のための水中運動」
後期10月4日、11日、18日、25日10：00～12：
00　講師小野寺  昇（同大健康体育学科
教授）　場所福祉大温水プール　対象地
域の皆様　定員30名　参加費１回500円
申込締切セミナー各日の前日
問合せ先☎086-462-1111　（内線54531）
　健康体育学科
《短大》
公開講座
◆第1回「乳がんについて：予防・診断・
　治療」
6月12日10：00～11：30　講師森谷卓也
（同大臨床検査科教授）　会場短大体
育館 101教室　対象高校生、一般　定員
200名
問合せ先☎086-464-1032　公開講座係
◆第2回「口腔ケアで介護予防－いつまで
　も自分らしく、おいしく食べるために－」
8月20日10：00～12：00　講師松尾敬子
（前 岡山県歯科衛生士会会長）　会場
短大体育館 101教室　対象高校生、一般
定員200名
問合せ先☎086-464-1032　公開講座係
◆第3回「ダイエットと心の健康」
10月8日10：00～11：30　講師曽谷貴子
（同大看護科准教授）、日下知子（同大看
護科講師）　会場短大体育館 102教室　
対象高校生、一般　定員200名
問合せ先☎086-464-1032　公開講座係

公開講座
◆平成23年度第2回市民公開講座
9月11日14：30～16：30　講師附属川崎病
院職員　会場岡山シンフォニーホール3階
イベントホール　対象一般　参加無料　
定員200名　申込必要
問合せ先☎086-225-2111（内線3318）　
病院庶務課

《医福大》
公開講座
◆開学20周年記念公開講演会
「南極観測隊裏話－宗谷の時代」（仮題）
10月29日13：00～15：00　講師小玉正弘
（第一次越冬隊員　山梨医科大学名誉教
授）　会場2601講義室　対象一般　定員
700名程度　参加無料　事前申込不要
問合せ先☎086-464-1021　公開講座係
教養講座（医療福祉講座）
◆『脳と心を科学する』
第5回「音楽はなぜ心を揺さぶるのか」
6月11日10：30～12：30　講師田中順子
（同大リハビリテーション学科講師）　会
場4602講義室　対象高校生・一般　定員
100名程度　参加無料　事前申込不要
問合せ先☎086-464-1021　公開講座係
教養講座
◆『経済成長を続ける中国の現代社会』
　全2回
1回目「中国の一人っ子の成長を見つめて」
2回目「中国における高齢者の生活」
11月19日、26日10：30～12：00　講師姜　
波（同大医療福祉学科教授）　会場4602
講義室　対象一般　定員100名程度
参加無料　事前申込不要
問合せ先☎086-464-1021　公開講座係

《第1回》 8月20日(土) 10：00～
《第2回》10月 8日(土) 10：00～※
○私立医科大学合同入試説明会・相談会
（川崎医科大学で開催）　8月7日(日)
　問合せ先 教務係 ☎086-464-1012

《第1回》 6月19日(日)10：00～14：00
《第2回》 8月 7日(日)10：00～14：30
《第3回》 9月11日(日)10：00～14：00
《第4回》10月 8日(土)･9日(日)10：00～14：00※
《第5回》平成24年3月20日(火)祝日13：00～16：00
　問合せ先 入試課 ☎086-464-1004

《第3回》 6月12日（日）13：00～16：00
《第4回》 7月24日（日）10：00～15：00
《第5回》 8月20日（土）13：00～16：00
《第6回》10月 8日（土）･9日（日）10：00～15：00※
　問合せ先 入試係 ☎086-464-1033

《学校説明会：東京》
　　　　 6月19日（日）10：00～、14：00～
　会場　ホテルニューオータニ 
《学校説明会：大阪》
　　　　 6月26日（日）10：00～、14：00～
　会場　ニューオーサカホテル 
《学校説明会：本校》
　第1回 7月24日（日）10：00～
　第2回 9月25日（日）10：00～
　第3回 11月20日（日）10：00～
　問合せ先 事務室 ☎086-462-3666

オープンスクール
《第2回》 7月23日（土）13：00～
《第3回》10月 8日（土）13：00～※
　問合せ先 事務室 ☎086-464-1179

オープンキャンパスの日程
川 崎 医 科 大 学

川崎医療福祉大学

川崎医療短期大学

川崎医科大学附属高等学校

川崎リハビリテ－ション学院

詳細は各施設のHPをご覧ください。
※学園祭と同時開催

当日ご参加できない方で、個別に
見学等をご希望の方は、各施設に
お問合せください。

全施設共通

毎週 火曜日 13：00～16：00

★ 問合せ先
女性医療センター外来（産婦人科）

内線23630

附属病院では、平成23年1月に、
助産外来を開設しました。

1人1時間かけて、病棟の助産師
が健診や妊婦相談を行います。

◆費　用
　健診料（4,500円）と同じです。
　補助券使用可

健診前後で医師と情報を共有し、20週・
30週と36週以降は医師の健診となり
ます。
他の病院で検診を受けている方も妊婦
相談などお気軽にどうぞ。

健診日

≪完全予約制≫

助 産 外 来専
門
外
来
紹
介
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※平成２3年5月現在の情報です。詳細は各施設のHPをご覧ください。

◆特別推薦入試　一次選考＝11月12日＜一次合格発表＝11
月19日＞▽二次選考＝11月26日＜二次合格発表＝12月2日＞
（出願期間＝11月1日～11月7日）＜中国・四国地域枠　約15
名、岡山地域枠　約5名＞
◆一般入試　一次試験＝平成24年1月21日＜一次合格発表
＝1月24日＞▽二次試験＝平成24年1月28日又は29日＜二次
合格発表＝2月1日＞（出願期間＝12月5日～平成24年1月16日）
◆大学院入試　日程等未定（決まり次第HPで公開します）

◆ＡＯ入試（医療福祉学科、臨床心理学科、医療福祉経営学
科、医療秘書学科、医療福祉デザイン学科、医療情報学科の
み）　試験日＝9月18日、総合審査 10月上旬 （出願期間＝8月
15日～31日）＜合格発表＝10月8日 募集人員84名＞
◆特別入試・社会人特別選抜・帰国生徒特別選抜　試験日＝
11月6日（出願期間＝10月17日～26日）＜合格発表＝11月11日 
募集人員196名＞
◆推薦入試　試験日＝12月4日（出願期間＝11月16日～24日）
＜合格発表＝12月9日 募集人員170名＞
◆一般入試前期　試験日＝平成24年2月1日（出願期間＝1月
5日～20日）＜合格発表＝2月8日 募集人員279名＞
◆一般入試後期　試験日＝平成24年3月16日（出願期間＝2
月24日～3月7日）＜合格発表＝3月21日 募集人員32名＞
◆センター試験利用入試前期（大学入試センター試験のみ利用し、個別
学力検査等は課さない）（出願期間＝平成24年1月5日～24日）＜合
格発表＝2月8日 募集人員62名＞
◆センター試験利用入試後期（大学入試センター試験のみ利用し、個別
学力検査等は課さない）（出願期間＝平成24年2月24日～3月9日）＜
合格発表＝3月21日 募集人員33名＞
◆編入学試験　試験日＝9月2日（出願期間＝8月15日～24日）
＜合格発表＝9月9日 募集人員40名＞
◆大学院入試 修士課程・博士後期課程1期　試験日＝9月2
日（出願期間＝8月15日～24日）＜合格発表＝9月9日 募集
人員修士59名、博士若干名＞

◆ＡＯ入試（看護科、介護福祉科、医療保育科のみ）　試験日
＝8月27日（出願期間＝8月1日～19日）＜合格発表＝9月2日 
募集人員55名＞
◆特別入試　試験日＝10月15日（出願期間＝9月16日～10月
6日）＜合格発表＝10月21日 募集人員72名＞
◆推薦入試（指定校・公募）　試験日＝11月26日（出願期間＝
11月1日～17日）＜合格発表＝12月2日 募集人員111名＞
◆一般入試前期　試験日＝平成24年2月5日（出願期間＝1月
6日～27日）＜合格発表＝2月10日 募集人員108名＞
◆一般入試後期Ａ（大学入試センター試験を利用する試験）・
Ｂ（本学入試問題による試験、臨床検査科を除く）　試験日＝
平成24年3月17日（出願期間＝2月27日～3月10日）＜合格発
表＝3月21日 募集人員24名＞

◆推薦入試(指定校・公募)　試験日＝11月26日(出願期間＝
11月1日～17日)＜合格発表＝12月2日 募集人員17名＞
◆社会人入試　試験日＝11月26日(出願期間＝11月1日～17
日)＜合格発表＝12月2日 募集人員16名＞
◆一般入試　試験日＝平成24年2月5日(出願期間＝1月6日～
27日)＜合格発表＝2月10日 募集人員17名＞

◆専願入試　試験日＝平成24年1月22日(出願期間＝1月10日
～19日)＜合格発表＝1月25日 募集人員 約23名＞
◆一般前期入試　試験日＝平成24年2月5日(出願期間＝1月
26日～2月2日)＜合格発表＝2月8日 募集人員 約9名＞
◆一般後期入試　試験日＝平成24年2月26日(出願期間＝2月
16日～23日)＜合格発表＝2月29日 募集人員 約3名＞

平成24年度入試情報
◆大学院入試 修士課程・博士後期課程2期　試験日＝平成
24年2月22日（出願期間＝2月6日～13日）＜合格発表＝3月1日 
募集人員修士26名、博士17名＞

（医学部）

（医療福祉学部、医療技術学部、
医療福祉マネジメント学部）

（看護科、臨床検査科、放射線技術科、
介護福祉科、医療保育科）

（理学療法学科、
作業療法学科）

平成24年度入試情報

患者図書室 健康・情報ひろば　オープン（9月1日）

創立20年記念シンポジウム（9月25日）

上海中医薬大学教員・学生ら来学（9月29日）

MMで小・中・高校生の団体に新たな体験型見学実施（10月～）

学園創立40周年記念行事を開催（10月24日）

全面禁煙宣言（12月1日）

助産外来スタート（1月1日）

救急ICU・SCUが移転オープン（2月22日）

川崎医科大学附属川崎病院開設（4月1日）

◆附属病院

◆医福大

◆医福大

◆医　大

◆学　園

◆学　園

◆附属病院

◆附属病院

◆学　園

　4月13日（水）、附属病院3階（採尿・採血センター前）に、
ギャラリー「ホリスティック」が、オープンしました。
　この空間が「安らぎのスポット」として、皆さんが、心がな
ごみ癒されるような作品を企画・制作し展示していきます。
　作品の企画・制作は、川崎医療福祉大学医療福祉デザイ
ン学科の学生・教員が、行っており、第1回（4月～6月）の期
間は、「かくれんぼ」をテーマに「日常に隠れた顔の写真展
」を開催中です。7月以降は、「生きる」「希望」「癒し」をテ
ーマに展示を計画中です。

東日本大震災により被災された方々に、心からお見舞い申し上げます。
被災地の皆様のご健康と一日も早い復興をお祈り申し上げます。

川崎医科大学附属病院

「開いた口がふさがらない」「開け閉めの達人」

安らぎのスポット「ホリスティック」オープン

KAWASAKI CLUB からのお願い
　KAWASAKI CLUBでは、年 2回情報誌「KAWASAKI CLUB NEWS」
をお届けいたします。住所変更・カード紛失等がございましたら、メー
ルか電話にてお知らせください。

E-mail  

電　話

club@med.kawasaki-m.ac.jp  

0 8 6 - 4 6 4 - 1 5 4 6
いごよろしく

学園の今 「川崎学園だより」などから
（平成22年9月～平成23年4月）


